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【実現する将来都市像】
市民の力で未来を拓く希望のまち

小田原市が取り組んできた地域づくり

【3つの命題】

 「新しい公共をつくる」
 「豊かな地域資源を生かしきる」
 「未来に向かって持続可能である」

【まちづくりの4つの目標】
1. いのちを大切にする小田原
2. 希望と活力あふれる小田原
3. 豊かな生活基盤のある小田原
4. 市民が主役の小田原

SDGs
同義

持続可能な地域社会モデルづくり
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“いのちを守り育てる地域自給圏”
地域デザインのビジョン

安全な食糧

生活を支える
エネルギー

住まいを作る
素材と技術

人をしっかり
育てる教育

ものづくりの
技術

身近な地域
コミュニティ

お互いを支え合う
ケア(医を含む)

清浄な空気と水

いのちを支えるために必要な要素は、基本的に地域の
中で自給されるべきである。それがバランスよく整って
いる地域社会こそ、真に豊かであり最も安全である
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段ボールコンポストの取組 再生可能エネルギーの取組 里地里山事業

環境
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「木づかい」のまちづくり 水産物の地産地消 農産物のブランド化

経済
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ケアタウンの推進 プロダクティブ・エイジングの推進 プレイパークの取組

社会
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環境

社会経済
 伝統的な地場産業の支援と育成
 高技術・高品質のものづくりのPR促進
 有機農業モデルタウンの取組
 「木づかい」のまちづくり
 農産物・水産物の地産地消とブランド化

 ケアタウン（気にかける）の推進
 スクールコミュニティの形成
 地域コミュニティの強化
 多様な学習の機会と情報の提供

 森里川海オールインワンの環境先進都市としての地域ブランドの確立
 地域の環境再生・保全活動の推進
 エネルギーの地域自給に向けた取組の推進
 森林の再生
 里地里山の再生と整備
 水辺環境の整備促進

人材・担い手の育成

課題の解決と実践の活性化

現場での学び

今後の取組の眼目：「人」
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地域資源を生かした学びの場

人のチカラを育む 開かれた学びの場
●地域の課題を共有 ●先進的な事例に学ぶ ●現場での実践を経験

おだわら学講座
～小田原の魅力を学び、郷土愛を育む～

専門課程
～各分野の学びを深め、実践活動へつなげる～

さまざまな まちづくりの活動

人づくり課題解決ゼミ
～人と人とのつながりから課題解決へ～

入校1年目

入校2年目

卒業後

活動団体向け

介護分野 地域コミュニティ農業従事者 環境保全活動 芸術・文化活動 子育て支援

活動団体講義 受講

8



●いのちを支える豊かな自然環境がある

●自然と共存し人々と手を携えていく意識と力を持つ人間が育っている

●基礎的な社会単位である地域コミュニティの絆が結ばれている

●人が生まれ、育ち、暮らし、老いていく、その営みを、社会全体
が敬意を持って支えている

●喜びも苦しみも、みんなで分かち合う文化や仕組みを、社会
として共有している

●地域の資源を生かした、地に足の着いた経済活動が根付いている

●暮らしや経済を支えるさまざまな社会資本は、計画的にメンテナンス
が施され危なげない状態にある

●地域の運営をつかさどる基礎自治体は、地方政府と呼べる総合力と、
市民一人ひとりへの細かな配慮を併せ持っている

本市が目指す
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ご清聴ありがとうございました10


